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問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神
かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」制
度
は
、
住

民
税
の
一
部（
原
則
と
し
て
１
割

程
度
）を
、
応
援
し
た
い
市
町
村

に
対
し
て「
寄
付
」と
い
う
形
で
財

政
的
な
支
援
が
で
き
る
と
い
う
制

度
で
す
。

　
生
ま
れ
育
ち
、
生
活
の
経
験
の

あ
る
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際

に
訪
れ
た
こ
と
の
な
い
市
町
村
で

あ
っ
て
も
、
応
援
し
た
い
と
思
う

市
町
村
な
ら
ど
こ
に
で
も
支
援
が

で
き
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
付
を

さ
れ
た
場
合
、
現
在
住
ん
で
い
る

市
町
村
に
納
め
て
い
る
住
民
税
の

お
よ
そ
１
割
を
上
限
と
し
て
、
住

民
税
と
所
得
税
が
減
税
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ご
親
戚
や
お
知
り
合
い
の

方
で
、
川
根
本
町
に
ふ
る
さ
と
納

税
を
お
勧
め
で
き
る
方
が
お
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
案
内
い
た
だ
き
、

川
根
本
町
を
応
援
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
の
方
法
な
ど
、
詳

し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
役
場
企
画
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
り
、
12
名
の
皆
さ
ま
か
ら
、

総
額
４
８
５
千
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
お
名
前
は
、
ご

了
承
い
た
だ
い
た
方
の
み
、
ご
紹

介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
金

額
の
公
表
は
、
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）

▼
掛
川
市　
　
　
石
田
吉
央　
様

▼
静
岡
市　
　
　
森
坂
彦
次　
様

▼
島
田
市　
　
　
杉
山
和
喜　
様

▼
静
岡
市　
　
　
立
川
暢
章　
様

▼
島
田
市　
　
　
八
木
文
枝　
様

▼
藤
枝
市　
　
　
諸
田
芳
紀　
様

▼
静
岡
市　
　
　
榎
田　
進　
様

　
川
根
本
町
へ
の
ご
寄
付
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　これは、東日本大震災による被害を受けた合併市町村に係る地方債の特例に関する法律の一
部を改正する法律の施行に伴い、合併特例債の発行可能期間が５年間延長されましたので、新
町建設計画の計画期間を平成 17 年度から平成 32 年度までとし、計画期間を変更することに
よって整合を図る必要がある部分（固有名詞、主要指標、財政計画）や、県に要望する事業及び
県が実施を予定する事業等を変更しました。▶また、今後事業の実施が想定されている「消防
救急広域化整備事業」や「小水力発電施設整備事業」を追加しています。▶修正箇所は、企画課
まちづくり室にお立ち寄りいただくか、川根本町ＨＰにて確認することができます。

　
癒
し
の
里
づ
く
り
事
業
は
、
地
縁
団
体
を
含
む
区
自

治
会
や
複
数
の
区
自
治
会
が
実
施
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
環
境
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、
町
民
の

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
強
い
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
の
ア
イ
デ
ア
を
活

か
し
、
計
画
・
実
施
す
る
事
業
に
、
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

運
営（
実
施
）主
体
…�

地
縁
団
体
を
含
む
区
自
治
会
及
び

複
数
の
区
自
治
会
の
連
合
組
織

▽
交
付
金
の
交
付
率
は
80
％
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
実

際
に
作
業
し
、
手
作
り
で
作
り
上
げ
て
い
く
事
業
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象
経
費
は
、
基
本
的
に
事
務
消
耗
品
、
材
料
費
や

車
両
・
重
機
の
借
上
げ
代
、
通
信
費
等
で
す
が
、
や

む
を
得
な
い
場
合
に
は
専
門
業
者
に
よ
る
工
事
費
等

も
認
め
ら
れ
ま
す
。（
全
て
の
事
業
を
業
者
任
せ
と
す

る
こ
と
は
不
可
で
す
。）

▽
し
か
し
、
飲
食
費
や
区
の
皆
さ
ん
へ
の
出
役
に
か
か

る
人
件
費
等
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
こ
の
事
業
の
実
施
を
お
考
え
の
地
区
は
、
募
集
期
限

や
要
項
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

役
場
企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
川
根
本
町
へ
の
応
援
を
形
に

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
ご
存
知
で
す
か

新町建設計画の変更について　平成26年３月に新町建設計画を変更しました

公園整備

水路整備

癒
し
の
里
づ
く
り
事
業
の
募
集
に
つ
い
て

ここにも、一つの物語。
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川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコツー日記」もお楽しみに！　http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

３月２日、エコツー会員１５名
が参加して、静岡市の「しずお

か環境教育研究会」で研修を受け
ました。ここは静岡の里山を活動
の中心として、環境教育を通じて
人づくりを目指すＮＰＯです。

「環境教育」と聞くと、難しい
印象を受けますが、実に楽

しく、終始笑顔が絶えない一日と
なりました。実際に体験したプロ
グラムは、大の大人が葉っぱを必
死で探したり、ダンゴ虫を夢中で
観察したり。童心に返って遊んで
いるようで、実はとても奥深いの
です！　

プログラムには目的があり、そ
の達成のために体験がある。

観察や比較をすることで、参加者
自らの気づきを促す。ただ「楽し
い」だけでなく、体験を通じて参
加者にどんなことを感じてほしい
かを見据える。プログラム一つひ

とつに明確な目的が設定され、ス
タッフ全員が目的を共有していた
のです！　

さらに「あなたは何のためにこ
の活動をやっているのか？」

というテーマで、一人ひとりが発
表。今まで知らなかった会員さん
たちの想いを知りました。皆さん
「エコツーをどういう組織にして
いきたいか」「そのために自分はど
んなことができるのか」を真剣に
考えてくれていることが分かり、
胸が熱くなったのでした。

一日の研修を通して、私たちは
多くのことを気づき、学びま

した。しかしそれは決して指導者
から強制されたものではなく、私
たちの主体的な気づきであり、学
びでした。入念な準備、役割分担、
達成目標があったからこそ、この
ような充実した研修になったのだ
と感謝しています。

川根本町は環境教育を実施す
るにはうってつけ場所です。

環境教育、それは地域愛なくして
は成り立ちません！　今こそ、エ
コツーの目的を見直し、会員一同
が同じ目標に向かってそれぞれの
得意を発揮できるように…事務局
を預かる身として、その重責をヒ
シヒシと感じているのでした。

「葉っぱの分類」を実践中。触った
り匂いを嗅いだり、比べてみたり
…こんなにじっくりと葉っぱを観
察したことがあったでしょうか !?

エコツーリズム推進
事業の地域コーディ
ネーター。川根本町
エコツーリズムネッ
トワークの事務局を
担当。５代目緑のふ
るさと協力隊員。
愛媛県出身。

神
か ん

東
と う

 美
み

希
き

さん
問い合わせ　役場総合支所商工観光課内　神

かん
東
とう
美
み
希
き
　☎（58）7077

　
当
町
で
の
く
ら
し
、自
然
、伝
統・

文
化
、
産
業
、
教
育
等
に
関
す
る
卓

越
し
た
知
識
又
は
技
能
を
有
す
る
人

材
を
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
登
録
す
る「
水
と
森
の
番
人
マ
イ

ス
タ
ー
」制
度
を
創
設
し
ま
す
。

【
趣
旨
】

　
各
分
野
に
お
い
て
、
技
や
知
識
を

持
っ
た
皆
さ
ん
を
登
録
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促
進
及
び

支
援
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

【
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
分
野
】

　
登
録
は
以
下
の
７
つ
の
分
野
と
し

ま
す
。

①
健
康
・
福
祉
分
野

②
生
活
環
境
・
基
盤
整
備
分
野

③
産
業
・
経
済
・
労
働
分
野

④
自
然
・
環
境
分
野

⑤
教
育
・
歴
史
・
文
化
分
野

⑥
住
民
参
加
・
行
政
運
営
分
野

⑦
そ
の
他

【
認
定
の
要
件
】

　
２
つ
の
要
件
を
す
べ
て
充
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
川
根
本
町
に
住
む
方
、
町
出
身
者

で
あ
る
方

▼
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
積
極

的
に
活
動
さ
れ
る
意
思
の
あ
る
方

【
登
録
ま
で
の
流
れ
】

①
本
人
自
薦
又
は
他
薦
に
よ
り
申
請

②
書
類
審
査
後
、
登
録
証
を
交
付

③
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
簿
に
登
録

【
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
の
審
査
】

　
審
査
項
目
は
次
に
掲
げ
る
と
お
り

と
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
必
要
な

識
見
及
び
経
験
等
を
備
え
て
い
る
か

を
審
査
し
ま
す
。

①
登
録
分
野
に
お
け
る
経
歴
及
び
活

動
実
績

②
登
録
分
野
に
お
け
る
資
格
等
の
有

無③
登
録
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
活
動

の
方
向
性

④
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

（
マ
イ
ス
タ
ー
活
用
ま
で
の
流
れ
）

①
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
す
る
団
体
か

ら
、
登
録
者
の
紹
介
依
頼
が
あ
っ
た

時
は
、
町
及
び
登
録
者
に
お
い
て
協

議
の
上
、
団
体
と
の
調
整
方
法
を
決

定
し
ま
す
。

②
マ
イ
ス
タ
ー
を
活
用
す
る
団
体

が
、
登
録
者
を
講
師
と
し
た
研
修
等

を
実
施
す
る
時
は
、
当
該
登
録
者
に

支
払
う
報
償
費
の
２
分
の
１
以
内
の

額（
３
万
円
上
限
、
千
円
未
満
端
数

切
捨
て
）を
助
成
金
と
し
て
当
該
団

体
等
に
交
付
し
ま
す
。

【
活
動
報
告
】

　
登
録
者
は
、
町
長
に
対
し
て
年
間

の
活
動
報
告
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
マ
イ
ス
タ
ー
登
録
及
び
紹
介
等
に

つ
い
て
は
企
画
課
・
ま
ち
づ
く
り
室

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
度
・
新
設
制
度
を
紹
介
し
ま
す

水
と
森
の
番
人
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ
い
て

シーズン３
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